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およびムラユ族混成協会』（Persatuan Perpaduan Rumpun Bugis Melayu Malaysia＝PRBM）で
ある。この協会の特徴は，従来のサバ・ブギス福祉協会が活動範囲をサバのみ限定し，マレー半島
部など他地域のブギス関連団体とは連携を持たなかったのに対して，本協会は半島部スランゴール
と協力して文化的行事を主催するなど活動領域を拡大させたことである。
5 ．まとめ
　サバ・ブギス福祉会の分裂は，サバに限定した従来の地位改善要求が行き詰まった結果とも言え
る。しかし，その分裂を契機として，あらたなブギス関連団体PRBMが結成されたことは，戦略の
転換のように見える。半島部において，すでにマレー人の一部としての民族的地位を確立している
マレー系ブギス人（その頂点にナジブ現首相がいる）と連携し，同一性を主張することは，彼らの
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グローバル化時代の境域社会における民族再編のダイナミクス
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民族同定の議論をサバというローカルな場からナショナルな場に移すことで，より広い関心と支持
をえられる可能性があるからだ。この動向については，今少し追い続けなければならない。
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